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令和６(2024)年度学校における働き方改革実践報告会

小学校部会
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上三川町立北小学校 職員数２3名

フレッシュな頭と体で子供たちの前に立つ→みんなの笑顔があふれる学校

2

『意識』をカエル…働き方改革の目的と必要性について共通理解を図る

・これからの社会と求められる児童生徒の姿についての理解、

「先生の常識」の科学的検証、今後の取組の方向性の共有など

取組開始（9月）以降
☆時間外勤務80時間超は０に！
（過去2年は毎月最低１～２名、現在
は60時間以上も0）
☆昨年度まで長時間勤務が常態化し
ていた教員…娘さんから「今年は帰
りが早いね。どうしたの？」
☆長期的な視点で計画を立てるとい
う習慣が身に付きつつある。
…「今、忙しいのは計画の立て方に課
題があるから」という発見

『未来』をカエル…脱『前例踏襲』、カエル会議で改善策を練って計画に反映

・R7度より「冬期（12月）日課（全学年14:3５分下校）」導入、宿題の内容や出し方の検討など

『行動』をカエル…自分（たち）にできる業務改善を進める

・ICT機器の活用、退勤時刻を意識して勤務する、数ヶ月先を見通して準備する、など

【例】「意識をカエル」効果に
より、過去2年に比べて時
間外勤務45時間以上の教
員は減少している（赤丸）が、
10月は全体の6割弱が45
時間を超えている。例年こ
のような傾向は見られない
ので、何が問題だったかを
検証して、次年度の教育課
程に反映させる。
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鹿沼市立菊沢東小学校 職員数３２名
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１ 運動会を体育発表会に変更（練習時間の削減、応援団削除、紅白組なし、児童の自主性が伸長）
２ 職員室の黒板をホワイトボードにしてレイアウト変更
・出勤時に今日の退勤時刻を個人で設定（業務を意識した働き方が可能、職員のそれぞれの動きが把握

しやすい）

３ 早帰りチャレンジデー、ノー残業デーの実施
４ カエル会議により学校全体で改善できることを検討（7月）

・保護者宛て文書を紙からメールに変更
・電話対応を7：30～19：00に限定
・放課後の欠席児童への連絡
（電話がつながらない場合は、メールで送信）

５ カエル会議により個人が改善できることを検討（11月）
・To Doリストの作成 ・整理整頓して探す時間をなくす

・学年会など終了時間を決めてから会議を始める
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鹿沼市立菊沢東小学校 職員数３２名

◎働き改革を推進し、業務に対するストレスが減少
（早く帰ってよい雰囲気の醸成、家庭や趣味などが充実→やりがいのある職場）

時間外勤務時間実態調査から ５月・１１月比較

５月 時間外勤務時間
８０時間以上 ４人
４５～８０時間未満１２人

平均時間外勤務時間
５６時間１９分

１１月 時間外勤務時間
８０時間以上 １人
４５～８０時間未満 １０人

平均時間外勤務時間
４６時間４８分

そう思う

32%

どちらかといえばそう

63%

どちらかといえば思わない
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意識調査から ５月・１月比較

そう思う
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今の職場に働きがいを感じている

５月 １
月
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芳賀町立芳賀東小学校 職員数３５名

仕事の精選をしたり、地域の協力を得たりして、時間にゆとりをもつ。
協力・助け合いによってお互いのワークライフバランスを大切に
個性を生かした楽しく明るく生き生きとした学校
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カエル会議(月２回程度 ,金曜日放課後40分)
・ありたい姿の設定 ・課題、原因の洗い出し

・4つの問題点

（①保護者対応 ②授業準備､教材研究

③校務分掌等の業務 ④同僚との相談時間）

・解決策の検討 ・解決策の実行 

・教職員アンケート

・アンケート分析 ・解決策の軌道修正

・カエル会議で検討した解決策を実行→業務改善の意識高まる
・１か月あたりの平均残業時間の減少（Ｒ４→Ｒ６：月平均４時間以上）
・「退勤時刻が早くなった」６０％「休日出勤が減った」５７％

効果が高かった解決策
・欠席連絡のメール活用 ・忘れ物の対応

・電話応対時間の設定

・日課の見直し（放課後の時間）

・一部教科担任制、交換授業

・ICTの活用

・行事計画（来年度の計画案を作成）

・グループウエアのメッセージ、掲示板の利用

平均
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欠席連絡のメール活用
6

日課の見直し
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高根沢町立西小学校 職員数３４名
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〇「学年定時退勤日」の設定 →週報に記載・帰りやすい雰囲気

〇放課後の対応 →留守電の効果的活用・忘れ物の対応なし

〇日課の工夫 →12月から全学年１時間削減

〇通知票の見直し →１学期の所見等廃止

〇家庭訪問の廃止 →必要な家庭のみ場所等確認

〇ボランティアの活用 →学校運営協議会から保護者や地域へ

・学生による授業支援 ・水泳指導見守り ・夏休み作品整理 など

・ 職員全体が働き方改革に前向きに取り組んだ結果、時間外在校時間が減少した。
・ 職員ひとりひとりのウェルビーイングにつながるような働き方改革を推進していきたい。

【西小学校ありたい姿】【今年度の主な取組】
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・全体の月平均 （-2h41m）

・月45h以上の職員

(R5:26% R6:20%)

・同一職員(R5/R6)の71%が

前年度と比べ減少
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那須町立東陽小学校 職員数１７名

校務分掌の仕事を効率的にこなすために関係者全員で協力～児童と向き合う時間を確保
し、ゆとりをもって仕事に向き合うことのできる学校～
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①教員業務支援員、教育活動支援助手、公使による業務協力

②学校運営協議会の有効活用（地域ボランティアの協力依頼・朝の
あいさつ運動）

③職員へのアンケート実施（日頃負担に感じている業務の把握）

④定時退勤日：個人・一斉退勤日（ライトダウンデー）の設定：全体

⑤行事の精選（行事反省シートへの記入→次年度へ向けて）

○教職員の意識の向上と習慣化（時間を決める・見通しをもつ・協力する）
・月超過勤務時間45時間以上の職員：→前年度より16％の減少
○業務改善が「できそう」→気づきの積み重ね→実践→振り返りのサイクル化

【平均超過勤務時間】

【超過勤務４５時間以上の人数】

負担に感じる
業務→気づき
・職員 ・管理職

・支援員
・学校運営協議会
・地域ボランティア

【学校運営協議会】

【教員業務支援員依頼用紙】 【定時退勤日】
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佐野市立葛生義務教育学校 教職員30名

地域

【成果】①残業時間 R5 403.17時間 → R6 331.05時間  72.12時間減！（定量）

②ＰＣ持ち帰り  R5  159回 → R6  88回    71回減！     （定量）

③児童生徒指導や業務等の相談がしやすく気持ちが楽になった  （定性）

④教材研究や成績処理等の時間が確保でき心にゆとりが生まれた（定性）

【人員削減等】朝の立哨指導人数を７人から４人に削減
ＳＢ乗車指導 年１３回から１１回に削減
各種巡視・会議 参加人数を削減
前期課程のチーム化（担任＋担任外）

【行事等】文化祭と学習発表会、持久走大会の見直し
共遊・業間活動の実施回数と実施時間の見直し
児童生徒会による校則の見直し

【データ管理】学校評価・各種通知・学年だより等をさくら
連絡網で保護者にデータ通知・回答も管理
留守番電話設定（19:30 → 下校後１時間）
欠席等連絡をさくら連絡網で担任が管理
児童生徒総会を電子黒板・一人一台端末活用

【時間管理意識】職員会議の協議項目に時間を明記                           業務改善の視覚化・共有化
遅くとも20時までに退勤・夜の会議１時間で終了  優先順位の明確化

予備時数の見直し。１２月以降５時間授業を適宜実施
地域クラブ活動 月２回実施
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